
２３ 
 

 

 

令
和
五
年
三
月
十
六
日
提
出 

質

問

第

二

三

号 

       
 
 

大
阪
・
夢
洲
地
区
特
定
複
合
観
光
施
設
の
建
設
予
定
地
の
地
盤
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

   

提 

出 

者 
 

櫻

井

 

周 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

大
阪
・
夢
洲
地
区
特
定
複
合
観
光
施
設
の
建
設
予
定
地
の
地
盤
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

二
〇
二
五
年
国
際
博
覧
会
の
開
催
地
で
あ
り
、
大
阪
・
夢
洲
地
区
特
定
複
合
観
光
施
設
の
建
設
予
定
地
で
あ
る
夢
洲
は
、
浚

渫
土
砂
や
建
設
残
土
、
廃
棄
物
等
の
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
人
工
島
で
あ
り
、
土
壌
汚
染
や
液
状
化
、
地
盤
沈
下
の

問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

大
阪
港
周
辺
に
は
我
が
国
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
た
重
化
学
工
業
が
立
地
し
て
い
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ

ル
）
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
含
ま
れ
る
大
阪
港
の
浚
渫
土
砂
は
、
夢
洲
二
区
お
よ
び
夢
洲
三
区
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
夢

洲
一
区
に
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
有
害
化
学
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
焼
却
灰
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
経
緯

か
ら
夢
洲
の
土
壌
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
阪
・
夢
洲
地
区
特
定
複
合
観
光
施
設
の

建
設
予
定
地
に
お
い
て
は
、
土
壌
汚
染
対
策
、
液
状
化
対
策
、
地
中
埋
設
物
の
撤
去
費
用
と
し
て
、
大
阪
市
は
七
百
八
十
八
億

円
を
計
上
し
た
。 

 

大
阪
湾
は
沖
積
層
だ
け
で
な
く
洪
積
層
も
沈
下
す
る
こ
と
が
関
西
国
際
空
港
の
建
設
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
。
大
阪
府
の

「
液
状
化
の
可
能
性
詳
細
図
」
に
よ
れ
ば
、
夢
洲
は
液
状
化
指
数
の
Ｐ
Ｌ
値
が
二
十
以
上
で
あ
り
液
状
化
が
激
し
い
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
盤
で
あ
れ
ば
、
高
層
建
築
物
や
地
下
構
造
物
の
建
設
は
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
加
え
て
、
東
日
本
大
震
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災
や
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
護
岸
が
沈
下
倒
壊
な
ど
損
傷
し
た
が
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
災
す
れ
ば
夢
洲
に
お
い
て
も
同
様

の
損
傷
が
懸
念
さ
れ
る
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

夢
洲
地
区
特
定
複
合
観
光
施
設
の
建
設
予
定
地
に
お
い
て
は
、
土
壌
汚
染
対
策
、
液
状
化
対
策
、
地
中
埋
設
物
の
撤
去
と

し
て
、
大
阪
市
は
七
百
八
十
八
億
円
を
計
上
し
て
い
る
が
、
区
域
整
備
計
画
を
審
査
す
る
政
府
と
し
て
は
七
百
八
十
八
億
円

で
十
分
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

二 

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
計
画
に
係
る
認
定
申
請
の
手
引
き
の
要
求
基
準
四
は
Ｉ
Ｒ
事
業
が
長
期
に
わ
た
っ
て
存
続 

 

す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｒ
区
域
の
土
壌
汚
染
対
策
、
液
状
化
対
策
お
よ
び
地
盤
沈
下
対
策
に
か
か 

る
事
項
は
区
域
整
備
計
画
の
審
査
の
重
要
事
項
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
に
。 

三 

大
阪
市
が
計
上
し
た
七
百
八
十
八
億
円
に
は
今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る
地
盤
沈
下
の
対
策
費
用
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
夢

洲
地
区
特
定
複
合
観
光
施
設
の
建
設
予
定
地
に
お
い
て
、
区
域
整
備
計
画
を
審
査
す
る
政
府
と
し
て
は
、
土
壌
汚
染
対
策
、

液
状
化
対
策
、
地
中
埋
設
物
の
撤
去
お
よ
び
地
盤
沈
下
対
策
費
用
を
含
め
て
今
後
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
地
盤
整
備
の
た

め
に
必
要
な
費
用
（
以
下
「
地
盤
整
備
費
用
」
と
い
う
）
の
総
額
と
、
地
盤
整
備
費
用
に
つ
い
て
の
地
元
自
治
体
と
事
業
者
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の
負
担
割
合
に
つ
い
て
予
め
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
は
区
域
整
備
計
画
の
審
査
の
重
要
事
項
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如

何
に
。 

四 

夢
洲
地
区
特
定
複
合
観
光
施
設
の
建
設
予
定
地
に
お
い
て
は
、
地
盤
沈
下
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
区
域
整
備
計
画
を

審
査
す
る
政
府
と
し
て
は
地
元
自
治
体
に
お
い
て
十
分
な
地
盤
沈
下
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

五 

地
盤
整
備
費
用
と
し
て
大
阪
市
は
七
百
八
十
八
億
円
を
負
担
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
が
、
今
後
も
追
加
的
な
地
盤
整

備
費
用
の
発
生
が
否
定
で
き
な
い
と
い
う
事
情
の
も
と
で
地
元
自
治
体
と
事
業
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
合
意
文
書
の
開
示

が
住
民
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
地
元
自
治
体
議
会
に
対
し
て
も
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
将
来
に
お
い
て
地
元
自
治
体
が
負
担
す

る
可
能
性
の
あ
る
地
盤
整
備
費
用
に
つ
い
て
住
民
が
合
意
文
書
を
検
証
で
き
な
い
と
い
う
状
況
に
つ
い
て
、
区
域
整
備
計
画

を
審
査
す
る
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。 

六 

夢
洲
地
区
特
定
複
合
観
光
施
設
の
建
設
予
定
地
に
お
い
て
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
巨
大
地
震
対
策
が
必
要
と
考
え
る

が
、
区
域
整
備
計
画
を
審
査
す
る
政
府
と
し
て
は
地
元
自
治
体
に
お
い
て
十
分
な
地
震
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
の
か
。 

七 

夢
洲
地
区
特
定
複
合
観
光
施
設
の
建
設
に
よ
っ
て
建
設
残
土
が
発
生
す
る
場
合
に
は
、
区
域
整
備
計
画
を
審
査
す
る
政
府
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と
し
て
は
地
元
自
治
体
に
お
い
て
発
生
し
た
建
設
残
土
を
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
る
の
か
。 

八 
区
域
整
備
計
画
を
審
査
す
る
政
府
と
し
て
は
地
元
自
治
体
に
お
い
て
、
高
さ
が
百
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
夢
洲
地
区
特
定
複

合
観
光
施
設
の
建
築
物
は
軟
弱
地
盤
で
あ
る
夢
洲
に
ど
の
よ
う
な
工
法
で
建
て
れ
ば
耐
震
性
を
十
分
に
確
保
で
き
る
と
考
え

る
の
か
。 

九 

軟
弱
地
盤
で
あ
る
夢
洲
で
高
層
建
築
物
を
構
築
す
れ
ば
夢
洲
地
区
の
地
盤
沈
下
は
さ
ら
に
進
む
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


